15委員会事業計画フォーム

総務情報委員会　事業計画（案）Ｖｅｒ．１２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事：武田靖裕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：會田智弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：
三瓶　勝
【委員会主旨】
通信網の発達で情報のグローバル化が進み、情報通信機器が多様化し、誰もが情報を送受することのできる時代となりました。山形青年会議所は情報リテラシーの向上により存在価値を高め、情報化社会に適応した情報の発信が求められます。やまがたの未来に夢を描き、熱い情熱で明るい豊かな社会の実現を目指した先達の意思を継承し、公益法人格を有する団体として自覚と責任のある行動で、堅実で強固な組織へ進化する必要があります。
まずは、私たちの活動の基本となり、情報共有や自らの資質向上、友情を深める場である例会を円滑に開催するために、これまでの慣例を初心に立返り再検証することで、新たな歴史の第一歩とすると共に、例会の開催に関するタイムリーできめ細やかな情報を発信します。そして、山形青年会議所が地域社会に影響力のある組織に発展進化していくために、情報伝達ツールやメディアを活用し、活動内容を分かりやすく的確に伝え、愛するまちやまがたの魅力や文化、私たちが創造し築き上げようとしている未来への歩みを発信します。また、公益法人格を有する団体として公正且つ地域から信頼していただける組織となり、ＬＯＭ内の調和を図り地域と共に活発なＪＣ運動を展開していくために、公益性を重視し、総会や理事会などの諸会議を法令・規定に基づき遂行し、メンバー間の情報共有とＬＯＭ内の円滑なコミュニケーションを実現していきます。さらに、これまで強いリーダシップと行動力でＬＯＭメンバーを牽引していただいた卒業生に敬意を表し、感謝を伝え、豊富な経験と知識を継承するために、感動に満ち溢れる卒業例会を企画・実施します。
メンバーが例会や事業に参加することがＬＯＭの活性化に繋がり、強固な組織基盤を構築し、一枚岩となり活動を展開していきます。未来に夢を描くという共通認識のもと、ＬＯＭの活動内容や魅力の継続的な発信こそが「夢溢れ美しく先駆けるまち」を実現します。

　
	事 業 名
	議 案 名
	事業内容
	実施時期
	対象者
	予　　算
	主 務 員
	上程時期

	例会の企画・実施に関する事項
	卒業例会の企画・実施
	11月卒業例会の企画・実施
	11月
	JCメンバー
	
	菊野政治
	協議7月
協議8月
審議9月
決算報告
12月

	総会・例会・理事会運営に関する事項
	1月定時総会の開催
	1月定時総会の企画・実施
	1月
	JCメンバー
	
	井上大樹
	協議
10月

協議
11月

審議
12月
事業報告3月

	
	9月定時総会の開催
	9月定時総会の企画・実施
	9月
	JCメンバー
	
	井上大樹
	協議5月
協議6月
審議7月
事業報告
11月

	
	例会、理事会及び臨時総会の設営・実施
	例会の準備・運営・受付　理事会の事前案内・事前配信　臨時総会の企画・実施
	通年・随時
	JCメンバー
	
	尾形敏
	協議
10月

協議
11月

審議
12月

事業報告
1月

	
	出席率向上に向けた企画・実施
	出席率向上に向けた企画・実施
	通年
	JCメンバー
	
	岩田千絵
	討議
12月

事業報告
1月

	
	諸会議議案取りまとめ及び発信
	総会・理事会における議案取りまとめ・事前発信・管理
	通年
	JCメンバー
	
	岩田千絵
	討議
12月

事業報告
1月

	広報・発信活動に関する事項
	LOM外広報誌の発行（2月・7月・10月
	LOM外広報誌「蔵王」の企画・編集・発行（年3回）
	2月
7月
10月
	JCメンバー
	
	阿部譲
	協議
11月

協議
12月

審議
1月

事業報告
1月

	
	山形JCホームページの運用
	山形JCホームページの企画・作成および効果的な運用
	通年
	JCメンバー
	
	阿部譲
	協議
10月

協議
11月

審議
12月

事業報告
1月

	
	メディアを利用した対外発信事業の企画・実施
	メディアを利用した山形JCの活動の発信
	5月～11月
	JCメンバー
	
	岩田千絵
	協議
12月
協議
1月
審議
2月

事業報告
12月

	
	SNSを利用した対外発信事業の企画・実施
	SNSを利用した山形JCの活動の発信
	通年
	JCメンバー
	
	三浦真守
	協議
10月

協議
11月

審議
12月

事業報告
1月

	庶務活動に関する事項
	庶務活動の実施
	会員・シニアクラブ名簿の作成・管理
	2014年12月

	JCメンバー
	
	三浦真守
	討議
11月
討議
11月
事業報告
3月

	
	
	JCレポートの作成
	2014年12月
	JCメンバー
	
	平浩志
	討議
11月
討議
11月
事業報告
3月

	
	
	定例委員会、グループ会議の管理及び各報告書の管理
	通年
	JCメンバー
	
	尾形敏
	討議
11月
討議
11月

事業報告
1月

	
	
	スタッフセミナーの企画・実施
	2014年10月
	JCメンバー
	
	井上大樹
	討議
10月
討議
10月

事業報告
12月

	
	
	スローガン募集・決定・周知
	通年
	JCメンバー
	
	平浩志
	協議
10月
協議
10月

審議
11月

事業報告
12月

	
	
	電子メールシステムの管理・運用（JCCS含む）
	通年
	JCメンバー
	
	菊野政治
	討議
11月
討議
11月
事業報告
1月

	LOM内褒章に関する事項
	LOM内褒章委員会の設立
	LOM内褒章委員会の設立
	1月
	JCメンバー
	
	菊野政治
	討議
12月

事業報告
2月

	
	
	
	
	
	
	
	

	別紙エクセル表


【常任理事意見】

法令・規定に基づいた諸会議の運営、例会や総会におけるメンバーの出席率向上を目的とし、タイムリーできめ細やかな情報の発信と共有によりＬＯＭ内の円滑なコミュニケーションを実現していきます。また、強固な組織基盤を構築し、ＬＯＭ運営の下支えとなるべく活動してまいります。
総務情報委員会　事業計画（案）Ｖｅｒ．１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事：武田靖裕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：會田智弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：
三瓶　勝
【委員会主旨】
通信網の発達で情報のグローバル化が進み、情報通信機器が多様化し、誰もが簡単に情報を受け送受することのできる時代となりました。情報リテラシーの向上が、山形青年会議所のは情報リテラシーの向上により存在価値を高め、情報化社会に適応した情報の発信が求められます。やまがたの未来に夢を描き、熱い情熱で明るい豊かな社会の実現を目指した先達の意思を継承し、公益法人格を有する団体として自覚と責任のある行動で、堅実で強固な組織へ進化する必要があります。
まずは、私たちの活動の基本となり、情報共有や自らの資質向上、友情を深める場である例会を円滑に開催するために、これまでの慣例を初心に立ち返り再検証することで、新たな歴史の第一歩とすると共に、例会の開催に関するタイムリーできめ細やかな情報を発信します。そして、山形青年会議所が地域社会に影響力のある組織に発展進化していくために、情報伝達ツールとやメディアを活用し、山形青年会議所の活動内容を分かりやすく的確に伝え、愛するまちやまがたの現状、歴史魅力や文化、私たちが創造し築き上げようとしている未来への歩みを発信します。また、公益法人格を有する団体として公正且つ地域から信頼していただける組織となり、ＬＯＭ内の調和を図り地域と共に活発なＪＣ運動を展開していくために、公益性を重視し、総会や理事会などの諸会議を法令・規定に基づき遂行し、メンバー間の情報共有とＬＯＭ内の円滑なコミュニケーションを実現していきます。さらに、卒業生のこれまでの活動の中、これまで強いリーダシップと行動力でＬＯＭメンバーを牽引していただいた行動卒業生に敬意を表し、感謝を伝え、豊富な経験と知識を継承しするために、感動に満ち溢れる卒業例会を企画・実施します。
多くのメンバーが例会や事業に参加することがＬＯＭの活性化に繋がり、強固な組織基盤を作り構築し、一枚岩となるり活動を展開することができますしていきます。未来に夢を描くという共通認識のもと、ＬＯＭ私たちの活動内容と青年会議所の魅力を発信していくことでの活動内容や魅力の継続的な発信こそが「夢溢れ美しく先駆けるまち」を実現します。
